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鎌
倉
時
代
に
お
け
る
守
選
択
本
願
念
悌
集
』

訓
点
本
と
仮
名
書
き
本
の
漢
字
音

|
|
仮
名
書
き
本
に
見
ら
れ
る
親
鷺
の
仮
名
遣
い
|
|

本
稿
の
目
的

日
本
語
史
研
究
は
、
新
資
料
の
発
掘
・
紹
介
に
よ
っ
て
、
そ
の
幅
を
ひ
ろ
げ

て
き
た
。
近
年
で
は
、
仮
名
書
き
本
と
呼
ば
れ
る
「
仮
名
書
き
法
華
経
」
「
仮

名
書
き
往
生
要
集
」
「
仮
名
書
き
観
無
量
幸
町
経
」
な
ど
の
研
究
を
、
そ
の
一
例

と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一 55ー

佐

木

勇

々

そ
れ
ら
の
研
究
に
は
、
仮
名
書
き
本
は
漢
文
に
訓
点
を
加
点
し
た
本
を
も
と

に
作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
宛
字
が
多
く
、
当
時
の
口
頭
語
が
反
映
し
て
い

る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

一
方
で
、
『
往
生
要
集
』
の
仮
名
書
き
本
に
お
け
る

再
読
字
対
応
の
語
法
で
は
、
漢
文
に
訓
点
を
付
し
た
同
時
代
の
諸
本
よ
り
も
、

か
つ
て
の
漢
文
訓
読
に
お
け
る
呼
応
を
保
存
し
て
お
り
、
「
訓
点
本
読
み
下
し

文
よ
り
も
訓
読
的
」
と
の
論
が
あ
る
。



よ
っ
て
、
仮
名
書
き
本
で
あ
る
か
ら
、
平
易
な
言
語
・
文
章
で
書
か
れ
た

と
、
単
純
に
は
捉
え
ら
れ
な
い
。
一
々
の
文
献
に
つ
き
、
慎
重
な
取
り
扱
い
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
位
置
づ
け
が
で
き
た
な
ら
ば
、
新
資
料
と
し
て
、
さ
ら
に

大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
仮
名
書
き
本
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
日
本
語
研
究
資
料
と

さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
、
『
選
択
本
願
念
悌
集
』
を
取
り
上
げ
る
。

仮
名
書
き
本
可
選
択
本
願
念
悌
集
』
の
漢
字
に
は
、
丁
寧
な
振
り
仮
名
が
存

す
る
。
そ
こ
で
、
漢
字
音
に
つ
い
て
、
訓
点
本
と
仮
名
書
き
本
と
を
比
較
す
る

こ
と
を
、
本
稿
の
目
的
と
す
る
。

対
象
資
料
と
方
法

『
選
択
本
願
念
悌
集
』
の
古
写
本
に
つ
い
て

『
選
択
本
願
念
傍
集
』
は
、
法
然
(
一
一
一
ニ
一
ニ
一
-
一
一
一
一
〉
の
著
書
で
あ
る
。

建
久
九
年
(
二
九
八
)
撰
述
と
さ
れ
る
。

現
存
最
古
の
写
本
は
、
京
都
嵐
山
寺
蔵
本
(
重
要
文
化
財
)
で
、
法
然
の
直

筆
を
残
す
も
の
で
あ
る
。
左
に
庫
山
寺
蔵
本
以
下
、
比
較
的
古
い
現
存
本
を
掲

げ
る
。

1 
A 

鎌
倉
初
期
写
本
、
鎌
倉
初
期
訓
点
。

一二

O
四
写
本
、
一
二

O
四
年
頃
訓
点
・
鎌
倉
後

期
訓
点
。

大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
鎌
倉
初
期
写
本
、
鎌
倉
初
期
訓
点
。

B 

京
都
鹿
山
寺
蔵
本

当
麻
往
生
院
蔵
本

C 

延
応
元
年
(
一
二
三
九
〉
刊
本
、
鎌
倉
中
期

i
江

戸
期
訓
点
。

上
巻
日
延
応
刊
本
、
鎌
倉
中
期
訓
点
(
江
戸
期
訓

点
も
あ
り
〉
。
下
巻
日
建
長
三
年
版
本
、
弘
安
九
年

訓
点
(
江
戸
期
訓
点
も
あ
り
)
。

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
鎌
倉
末
期
刊
本
、
南
北
朝
期
訓
点
。

鹿
山
寺
本
は
じ
め
、
右
の
諸
本
は
、
和
化
漢
文
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ

て
、
法
然
が
著
し
た
『
選
択
本
願
念
悌
集
』
は
、
和
化
漢
文
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
二
一
三
九
年
の
版
本
(
延
応
本
)
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、

当
時
広
く
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
漢
文
『
選
択
本
願
念
悌
集
』
を
読
み
下
し
た
、
漢

の
ペ
が
雪
ほ
ん

字
仮
名
交
じ
り
の
「
延
書
本
」
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
も
、
本
書
を
求
め
る
人
の

層
が
多
様
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
延
書
本
の
主
要
古
写
本
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
残
巻

で
あ
る
。

D 

京
都
法
然
院
蔵
本

E 

東
洋
文
庫
蔵
本

F 
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専
修
寺
蔵
本
正
安
四
年
(
一
三
O
二
)
写
本
下
本
・
下
末

龍
谷
大
学
蔵
本
南
北
朝
期
写
本
本
上
・
本
中
・
本
下
・
末
上

大
谷
大
学
蔵
本
室
町
時
代
初
期
写
本
上
本

延
書
本
最
古
の
写
本
で
あ
る
①
専
修
寺
蔵
本
に
は
、
次
の
本
奥
書
が
あ
る

(
〈
〉
内
は
、
出
剖
書
。
以
下
同
様
〉
。

正
元
元
歳
(
一
二
五
九
〉
九
月
十
白
書
之
『
愚
禿
親
鴛
〈
八
十
七
歳
V

① ② ③ 



③
大
谷
大
学
蔵
本
に
も
、
「
正
元
元
歳
九
月
朔
日
書
之
『
愚
禿
親
鴛
〈
八
十

七
歳
V
L

の
本
奥
書
が
存
す
る
。
延
書
本
諸
本
に
は
、
い
ず
れ
も
、
漢
字
に
丁

寧
な
振
り
仮
名
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
本
奥
書
の
と
お
り
、
親
鷲
書
写
本

の
姿
を
初
伸
明
と
さ
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
親
鴛
三
一
七
三
l
一
二
六
二
〉
自
筆

の
延
書
本
『
選
択
本
願
念
仲
間
集
』
は
、
伝
存
し
な
い
。

比
較
の
方
法

本
稿
の
目
的
は
、
漢
文
訓
点
本
と
延
書
本
と
の
漢
字
音
の
比
較
で
あ
る
。

そ
の
前
提
と
し
て
、
漢
文
訓
点
本
同
士
・
延
書
本
同
士
の
比
較
が
な
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
漢
文
訓
点
本
に
は
仮
名
音
注
が
少
な
く
、
訓
点
本
同
士
の
内
部

比
較
に
よ
り
、
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
同
じ
理
由
か
ら
、
漢

文
訓
点
本
と
延
書
本
と
か
ら
代
表
的
な
一
本
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
、
比
較
す

る
こ
と
も
、
困
難
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
延
書
本
同
士
を
ま
ず
比
較
し
、
延
書
本
諸
本
の
共
通
点
・
特
徴
を

明
ら
か
に
し
た
上
で
、
観
点
を
し
ぼ
っ
て
、
漢
文
訓
点
本
と
比
べ
る
と
い
う
方

法
を
採
り
た
い
。

2 

延
書
本
の
漢
字
音

1 

較
し
、
共
通
点
・
相
違
点
を
整
理
し
て
み
る
。

先
に
見
た
と
お
り
、
こ
の
二
本
は
い
ず
れ
も
完
本
で
は
な
い
が
、
共
通
す
る

部
分
が
幸
い
存
す
る
。
専
修
寺
本
の
下
本
冒
頭
か
ら
四
三
丁
裏
三
行
目
ま
で
、

龍
谷
大
学
本
で
は
末
上
の
全
体
で
あ
る
。

専
修
寺
本
と
龍
谷
大
学
本
の
本
文
・
訓
点
の
様
子
を
示
す
た
め
に
、
共
通
す

る
部
分
の
回
目
頭
を
掲
げ
る
。

[
専
修
寺
本
]
(
下
本
冒
頭
か
ら
、
行
取
り
も
原
本
の
ま
ま
に
示
す
。
)

‘
¥
 

選

択

本

願

念

傍

集

〈

仮

字

下

本

〉

一

キ
ヤ
ウ
b
y畠
T

h

y

-

a

タ

ノ

タ

モ

J

念
悌
ノ
行
者
・
カ
ナ
ラ
ス
・
三
心
ヲ
・
具
足
ス
ヘ
キ
文
・

タ
ヲ
J

ム
リ
ヤ
ウ
シ
ユ
キ
ヤ
ヲ

観
王
量
寿
経
ニ
・
ノ
タ
マ
ハ
ク
・
モ
シ
・
衆
生
ア
リ
テ
・

シ

ユ

シ

ム

カ
ノ
ク
ニ
、
.
ム
マ
レ
ム
ト
・
ネ
カ
ハ
ム
モ
ノ
ハ
・
三
種
ノ
心
ヲ
・
一
一
』

オ
コ
シ
テ
・
ス
ナ
ワ
チ
・
往
生
ス
・
ナ
ム
ラ
オ
カ
・
三
ト
ス
ル
・
一
ニ
ハ
・

νヤ
ウ
シ
'

a

b

y

ム

シ

ム

ヱ

方

向

γ
ホ
手
タ
ヲ
ノ
シ
ふ

至
誠
心
・
ニ
ニ
ハ
・
深
心
・
三
ニ
ハ
・
廻
向
発
願
心
ナ
リ
・

タ

シ

ヤ

ヲ

オ

ナ

シ

キ

ヤ

ヲ

一
三
心
ヲ
具
ス
レ
ハ
・
カ
ナ
ラ
ス
・
カ
ノ
ク
ニ
、
生
ス
・
同
経
ノ

h
y
ヨ

シ

b

v

ヤ

ウ

シ

ム

シ

タ

品

川

マ

ル

、

ナ

リ

b

v

ヤ

ウ

シ

チ

疏
ニ
・
イ
ハ
ク
・
一
ニ
ハ
・
至
誠
心
・
至
ハ
真
ナ
リ
・
誠
ハ
実

タ

ノ

タ

イ

コ

フ

シ

ヨ

u

v

Z

ケ

ナ
リ
・
一
切
衆
生
ノ
・
身
口
意
業
ノ
・
所
修
ノ
解，Lrリ

キ

ヤ

ウ

ク

J
h
y
チ

シ

ム

一

行
・
カ
ナ
ラ
ス
・
真
実
心
ノ
中
ニ
・
ナ
シ
タ
マ
ヘ
ル
ヲ
・
モ
チ

ケ

〆

セ

J
u
'
マ
ウ

ヰ
ル
コ
ト
ヲ
・
ア
カ
サ
ム
ト
・
オ
モ
フ
・
ホ
カ
ニ
ハ
・
賢
l

善
精
1

9
J

ザ

ウ

ケ

〆

コ

ケ

進
ノ
相
ヲ
・
現
ス
ル
コ
ト
ヲ
・
エ
サ
レ
・
ウ
チ
一
て
虚
仮
ヲ
・

- 57ー

イ
タ
ケ
レ
ハ
ナ
リ

龍
谷
大
学
本

対
応
す
る
部
分
を

喜
寺
本
の
行
取
り

..6、
口

わ
せ
て
耳t
す



観ク A ネ
ヮ，己、ムン，..ヲ互開チ
りノ
" -<エキ
ウ 1Jヤ
三邑シ ウ

怒者主
ウ

生シーカ
3 ナ
セノラ
仲ワンタス
EZトマ
Z ハ
ス願5ク

シ

ス
.モ
スシ具タ
衆2足3
三サ生ミス
ニニム ウ A

種2ァ工
ノリ 1

"ー

'L'Aア
ヲ

サ
ム
シ
ン

三
心
ヲ

文3

カ
ノ

ク
ニ
、

オ
コ
シ
テ

ス
ナ
ハ
チ

ナ
ニ
ラ
ヲ
カ

、
ッ
ト
ス
ル

ヒ
ト

義キ経Z三Z至シツ
ニ ゥ心工誠Eニ
ヲ戸Zハ
'L..'、ム
具タ

ス
Jレ
モ
ノ
/、

深t
，心工

、
ッ
ニ
ハ

廻z
向1
務手

生ミ願?
ウ!、.
・ 'L‘、.. 
穴ナ
己リ
上
¥/ 

観Z

フ
タ
ツ
ニ
ハ

カ
ナ
ラ
ス

カ
ノ
ク
ニ
、

キ
ヤ
ウ

イ
ハ
ク
経
ニ
ノ
タ
マ
ハ
ク
ヒ
ト
ツ
ニ
ハ

シ

ン

シ

ヤ

ウ

シ

チ

イ

フ

ハ

真

ナ

リ

誠

ト

イ

フ

ハ

実

ヰ
チ
ザ
イ
シ
ユ
ク
ヤ
ウ
シ

γ
タ

イ

ヨ

フ

シ

ヨ

シ

ユ

ケ

一
切
衆
生
ノ
身
口
意
業
ノ
所
修
ノ
解

シ
シ
シ
チ
シ
ム
チ
ウ

真
実
心
中
ニ
ナ
シ
タ
マ
ヒ
シ
ヲ
モ
チ

ホ

チ

ケ

ン

セ

ン

シ

ヤ

ウ

欲

ス

賢

善

精

コ

ケ
虚
仮
ヲ

至
誠
心

至シ
ト

行Zナ
ウリ

カ
ナ
ラ
ス

進5ヰ
ノン
キ目1コ
ヲト
ヲ

現t
スア
ルカ
コサ
トン
ヲト

ホ
カ
ニ

エ
サ
レ

ウ
チ
ニ

イ
タ
ケ
レ
ハ
ナ
リ

両
者
を
見
比
べ
る
と
、
右
掲
の
範
囲
で
も
、
次
の
相
違
点
に
気
づ
か
れ
る
。

本
文
は
、
近
似
し
て
い
る
が
、
異
な
る
部
分
も
少
な
く
向
い
。

a b 

漢
字
に
振
り
仮
名
を
付
す
割
合
は
、
龍
谷
大
学
本
が
高
い
。

振
り
仮
名
に
相
違
が
あ
る
(
専
修
寺
本
日
記
抗
寵
谷
大
学
本
一
出
掛
川
仇
〉

c 
本
稿
で
は
、

C

の
中
、
字
音
注
の
相
違
が
問
題
と
な
る
。

2 

漢
字
音
の
比
較

A 

比
較
方
法

右
に
記
し
た
と
お
り
、
両
本
は
、
本
文
に
異
同
が
あ
り
、
音
注
の
密
度
も
異

な
る
。
共
通
範
囲
で
の
、
仮
名
音
注
加
点
数
は
、
専
修
寺
本
が
延
べ
二

O
九
九

漢
字
で
あ
る
の
に
対
し
、
龍
谷
大
学
本
延
べ
二
八
六
五
漢
字
で
あ
る
。
具
体
例

を
あ
げ
れ
ば
、
専
修
寺
本
に
は
、
寸
悌
」
に
加
点
例
が
無
い
。
し
か
し
、
龍
谷

大
学
本
は
八

O
例
に
「
フ
チ
」
の
仮
名
が
あ
る
。
ま
た
、
専
修
寺
本
は
、
三
L

に
も
加
点
例
が
無
い
が
、
龍
谷
大
学
本
は
六
六
例
に
「
ヰ
チ
」
の
仮
名
が
存
す

る。
そ
こ
で
、
共
通
範
囲
内
で
、
当
該
字
に
対
す
る
仮
名
音
注
加
点
例
を
集
め
、

両
本
の
全
例
を
比
較
す
る
。
そ
し
て
、
ど
の
程
度
一
致
す
る
の
か
を
見
た
上

で
、
そ
の
作
業
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
る
深
心
と
深
心
な
ど
の
南
本
相
違
例
を
集

め
て
、
考
察
を
加
え
る
。

-58ー

比
較
結
果

ア

共

通

点

専
修
寺
本
と
龍
谷
大
学
本
と
の
比
較
の
結
果
、
両
者
の
仮
名
立
日
注
(
専
修
寺

本
二

O
九
九
、
龍
谷
大
学
本
二
八
六
五
)
は
、
大
部
分
一
致
し
た
。

南
本
は
、
舌
内
入
声
を
チ
で
表
記
す
る
の
が
原
別
で
あ
り
、
唇
内
入
声
は
フ

表
記
が
原
則
で
あ
る
。

m
韻
尾
を
ム
・

n
韻
尾
を
ン
と
す
る
平
安
時
代
の
表
記

法
を
基
本
的
に
守
っ
て
い
る
・

B 



見と
らさは;こ
れら異れ
るになら
、るは

望。占
と本
もさj
Lミ章
.... し、、.

われ

五理

主量
真で】

豆南

承'.韮
F 韻
(シの
水e

住1 般
な的
~な
〉表
が記

相
違
点

右
の
ご
と
く
一
致
す
る
中
、
相
違
が
存
し
た
の
は
、
次
の
二
三
字
で
あ
る

(
党
語
音
写
字
は
除
く
。
[
]
内
の
数
字
は
、
複
数
例
あ
る
場
合
の
用
例
数
。
以
下
同

じ)。

イ

専
修
寺
本
〈
二
二
O
二
年
)

1
深〈

m
)

2
厳
(

m

)

3
立
日
(
一

m〉

4
嫌
(
m〉

5
険
(
m〉

6
粟
(
m〉

7
厭
(

m

)

8
口
問
(

m

)

9
信
(
n〉

日
慰
(

n

)

u恩
(

n

)

シ
ム

[
9
]

龍
谷
大
学
本
ハ
南
北
朝
期
)

シ
ム
[

U

]

シ
ン
〔
6
]

コ
ム

[
2
]

コ
ム

コ
ン

オ
ム

オ
ン

ケ
ム

ケ
ン

ケ
ム

ケ
シ

ホ
ム

ホ
ン

エ
ム
[

2

]

エ
ン

エ
ン
[
3
]

ホ
ン

ホ
ム
[

2

]

シ
ン
[
担
]

イ
ム

[
3
]

シ
乙‘

シ
ン
[
剖
]

イ
ン

[
3
]

オ
ム

オ
ン

ロ
勤
(

n

)

日
潤
(
n〉

M
穀
(

n

)

日
出
目
立
口
傾
日
週
四
逆
却
通
幻
仰
泣
潔
幻
寸

コ
ム

コ
ム

コ
ン

i‘ 

ニ
ン

カ

i‘ 

カ
ン

シ
ユ
ツ
[

5

]

シ
ユ
チ

[
6
]

リ
フ
[

2

]

リ
ウ

リ
フ

ク
ヰ
ヤ
ウ

キ
ヤ
ウ

ク
ヰ
ヤ
ウ

キ
ヤ
ウ

ク
ヰ
ヤ
ク

キ
ヤ
ク

ツ
[
7
]

ツ
ウ

[
7
]

カ
ウ

キ
ヤ
ウ
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ケ
チ

ク
ヱ
チ

シ
ユ
ン

ス
ン

こ
れ
ら
の
両
本
相
違
例
に
つ
い
て
、
以
下
に
考
察
を
加
え
る
。

1
1
H
ま
で
は
、

m
-
n
韻
尾
の
表
記
の
相
違
で
あ
る
。

1
1
6
は
、
専
修

寺
本
が

m
韻
尾
を
ム
表
記
し
て
お
り
、
古
用
に
適
っ
て
い
る
。

7
で
は
専
修
寺

本
に
一
例
の
ン
表
記
が
見
ら
れ
、

8
で
は
龍
谷
大
学
本
が
古
用
に
適
う
。

9
1，

M
は、

n
韻
尾
の
漢
字
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
龍
谷
大
学
本
の
方
に
、
古
用
に

適
う
例
、
が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
異
な
る
例
が
存
す
る
が
、
全
体
と
し
て
は
一
致
例
の
方
市
か
は
る

か
に
多
く
、
そ
れ
ら
は
、

m
lム
・

n

|
ン
と
す
る
規
範
に
、
大
部
分
従
っ
て

い
る
。



そ
の
用
例
数
を
示
せ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
(
異
な
り
漢
字
数
を
先
に
、
(
〉

内
に
延
べ
数
を
記
す
)
。

専
修
寺
本

ム
表
記

m
韻
尾
字
口
川
川
H
凶

凶

凶

一

ニ

(

三

〉

n
韻
尾
字
八
(
一
占
ハ
)
旧
国
川
出
凶
凶
凶

龍

谷

大

学

本

ム

表

記

ン

表

記

m
韻
尾
字
日
囚
什
け
回
一
一
二
(
ニ
ニ
)

n
韻

尾

字

三

(

八

)

閃

刷

凶

岡

M
刷
回

原
則
か
ら
外
れ
る
例
も
、
両
本
で
一
致
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え

ば、

n
韻
尾
字
「
煩
L

は
、
専
修
寺
本
で
七
例
、
龍
谷
大
学
本
で
六
例
の
い
ず

れ
も
全
加
点
例
を
寸
ホ
ム
」
と
し
て
い
る
。

龍
谷
大
学
本
に
、

m
韻
尾
字
を
ン
表
記
す
る
例
が
比
較
的
多
い
。
こ
れ
は
、

両
韻
尾
音
が
統
合
さ
れ
る
歴
史
的
変
化
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

比
較
の
た
め
、
親
鷺
遺
文
の
中
か
ら
、
延
書
本
『
選
択
本
願
念
悌
集
』
執
筆

の
一
二
五
九
年
に
近
く
、
用
例
が
多
く
得
ら
れ
る
『
西
方
指
南
抄
』
(
一
二
五
六

t
五
七
年
書
写
〉
の
場
合
を
、
右
と
同
様
に
記
す
。

西

方

指

南

抄

ム

表

記

ン

表

記

m
韻

尾

字

四

川

川

凶

困

問

凶

四

(

五

〉

n
韻
尾
字
二
八
(
八

O
〉

日

閃

凶

四

回

目

専
修
寺
本
の
実
態
は
、
こ
の
『
西
方
指
南
抄
』
に
近
い
。

お
は
、
舌
内
入
声
表
記
の
相
違
で
あ
る
。
両
本
の
舌
内
入
声
表
記
は
、
と
も

ン
表
記

に
チ
を
基
本
と
す
る
。
こ
れ
は
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
も
の
で
、
親
驚
遺
文

を
想
起
さ
せ
る
。
親
鴛
遺
文
で
は
、
チ
と
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
が
、

例
外
的
に
ツ
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
出
は
、
親
驚
遺
文
で
も
シ
ユ
ツ
と
さ
れ

る
こ
と
が
あ
が
(
『
三
帖
和
讃
』
に
シ
ユ
ツ
の
例
が
二
例
存
す
る
〉
。
よ
っ
て
、
不
徹

底
に
見
え
る
専
修
寺
本
は
、
親
驚
の
表
記
を
と
ど
め
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

日
は
、
唇
内
入
声
の
表
記
差
で
あ
る
。
唇
内
入
声
音
の
フ
表
記
が
定
着
す
る

と
、
ハ
行
転
呼
を
蒙
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平
安
後
期
か
ら
、
唇
内

入
声
音
を
ウ
で
表
記
す
る
例
が
見
ら
向
か
。
し
か
し
、
『
選
択
本
願
念
傍
集
』

延
書
本
二
本
は
、
フ
表
記
が
原
別
で
あ
る
。
専
修
寺
本
は
全
例
フ
で
あ
り
、
龍

谷
大
学
本
も
こ
の
一
例
以
外
は
フ
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
親
鷲
の
表
記
法
に
通
じ

る
。
親
驚
は
、
唇
内
入
声
フ
表
記
を
原
則
と
し
た
。
親
鷺
筆
『
三
帖
和
讃
』
で

は
、
全
例
フ
表
記
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
教
行
信
証
』
そ
の
他
の
資
料
に
は
、

若
干
の
ウ
表
記
例
が
存
す
る
。

ロ
ー
四
は
、
合
鈎
音
表
記
の
相
違
で
あ
る
。
龍
谷
大
学
本
で
は
、
ィ
列
合
鈎

音
が
直
音
表
記
さ
れ
て
い
る
。
イ
列
合
効
音
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
直
音
表

記
例
が
増
加
し
、
鎌
倉
時
代
後
半
期
で
は
直
音
表
記
が
一
般
的
と
叫
か
。
箆
谷

大
学
本
の
「
キ
ヤ
」
は
、
こ
の
流
れ
に
合
っ
て
い
る
。
一
三

O
二
年
書
写
の
専

修
寺
本
で
「
ク
ヰ
ヤ
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
、
特
別
な
事
情
が
存
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
、
親
鷺
の
表
記
を
と
ど
め
た
も
の
と
考
え
れ
ば
、
理
解
で

ク
ヰ
ヤ
ウ

き
る
。
親
鷺
は
、
『
教
行
信
証
』
で
、
寸
傾
L

〈
六
本
幻
・

3
・
上
は
所
在
〈
巻
頁

タ

ヰ

ヤ

ヲ

ァ

-e
守
タ

行
数
〉
。
以
下
同
じ
。
〉
「
週
」
(
三
泣
・

6
)
と
し
、
『
三
枯
和
讃
』
で
「
追
」
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(浄

ω
・
4
ほ
か
四
例
)
と
し
て
い
る
。
他
の
同
韻
字
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

却
「
通
」
は
、
両
本
の
七
例
が
す
べ
て
相
違
す
る
。
専
修
寺
本
は
ツ
・
龍
谷

大
学
本
は
ツ
ウ
で
対
立
し
て
い
る
。
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
の
一
般
的
な
表
記

は
、
龍
谷
大
学
本
の
ツ
ウ
で
あ
る
。
『
類
緊
名
義
抄
』
和
音
・
保
延
本
『
法
華

経
単
字
』
・
心
空
撰
司
法
華
経
音
訓
』
で
も
、
ツ
ウ
と
さ
れ
て
い
る
。

ヲ

《

H
】

し
か
し
、
親
驚
は
、
当
時
の
一
般
的
表
記
と
異
な
り
、
「
通
」
と
し
て
い
る
。

専
修
寺
本
の
ツ
は
、
親
鷲
の
表
記
法
を
踏
襲
し
た
可
能
性
が
高
い
。

幻
仰
カ
ウ
・
キ
ヤ
ウ
は
、
対
応
す
る
本
文
「
珍
仰
ス
へ
シ
」
に
お
け
る
相
違

で
あ
る
。
専
修
寺
本
は
「
チ
ン
カ
ウ
L

と
し
、
龍
谷
大
学
本
は
「
チ
ン
キ
ヤ

ウ
」
と
し
て
い
る
。
専
修
寺
本
は
「
仰
」
の
呉
音
カ
ウ
を
、
龍
谷
大
学
本
は
漢

音
ギ
ヤ
ウ
を
示
し
た
も
の
烹
あ
る
。
親
鷺
筆
『
西
方
指
南
抄
』
で
は
「
仰
」
へ

の
加
点
例
全
六
例
、
コ
ニ
帖
和
讃
』
で
は
全
二
例
に
、
専
修
寺
本
『
選
択
本
願

念
悌
集
』
と
同
じ
く
「
カ
ウ
」
と
あ
る
。

詑
「
潔
L

の
龍
谷
大
学
本
ク
ヱ
チ
、
お
「
寸
」
の
専
修
寺
本
シ
ュ
ン
は
、
不

審
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
唯
一
の
加
点
例
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
、
不
明
で
あ

る
以
上
、
相
違
点
の
考
察
を
通
し
て
、
専
修
寺
本
は
、
底
本
で
あ
っ
た
親
鷺
書

写
本
の
表
記
を
と
ど
め
た
点
が
多
い
と
考
え
ら
れ
た
。

一
方
、
龍
谷
大
学
本
に
は
、
南
北
朝
期
の
音
韻
を
反
映
す
る
表
記
法
・
当
時

一
般
の
表
記
法
が
見
ら
匂
た
。
先
に
、
龍
谷
大
学
本
は
、
漢
字
に
徹
底
し
て
振

り
仮
名
を
振
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
龍
谷
大
学
本
は
、
専
修
寺
本
と
比
べ
て
音

注
が
多
い
ば
か
り
で
な
く
、
親
鷲
遺
文
と
比
し
て
も
多
い
。
す
な
わ
ち
、
親
驚

書
写
の
原
本
は
、
専
修
寺
本
の
よ
う
な
状
態
で
あ
り
、
龍
谷
大
学
本
は
、
後
に

振
り
仮
名
を
補
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
、
書
写
者
に
よ
る
統
一

的
な
表
記
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

延
書
本
『
選
択
本
願
念
傍
集
』
の
漢
字
音

延
書
本
二
本
(
専
修
寺
本
・
龍
谷
大
学
本
)
の
仮
名
音
注
は
、
基
本
的
に
一
致

し
た
。
右
に
掲
げ
た
わ
ず
か
な
相
違
例
以
外
は
、
同
一
表
記
で
あ
る
。

延
書
本
の
も
う
一
本
と
し
て
、
先
に
掲
げ
た
大
谷
大
学
蔵
本
室
町
初
期
点
も
、

基
本
的
に
は
専
修
寺
本
・
龍
谷
大
学
本
と
同
様
の
仮
名
音
注
を
有
す
る
。
す
な

シ

ヰ

ヰ

チ

チ

ユ

ツ

7

わ
ち
、
「
水
」
「
一
」
「
住
L

「通
L

「風
L

と
あ
り
、
舌
内
入
声
を
チ
表
記
し
、

唇
内
入
声
を
フ
表
記
す
る
。

m
-
n
韻
尾
の
書
き
分
け
も
、
室
町
初
期
と
し
て

は
異
様
な
ほ
ど
、
正
確
で
あ
る
。

チ

ツ

テ

ツ

大
谷
大
学
蔵
本
室
町
初
期
点
に
は
、
「
陀
」
(
四
八
1
)
「
哲
」
(
二
七
2
、
別

筆
か
)
な
ど
、
書
写
者
の
表
記
法
が
表
出
し
た
か
と
思
わ
れ
る
例
も
あ
る
。
し

か
し
、
仮
名
字
体
に
は
、
鎌
倉
初
中
期
に
用
い
ら
れ
た
も
の
が
見
え
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
頃
の
底
本
を
忠
実
に
写
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
、
『
選
択
本
願
念
悌
集
』
延
書
本
の
字
音
注
は
、
当
時
の
延
書
本
一

般
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
同
時
期
書
写
の
妙
一
記
念
館
本
仮

名
書
き
『
法
華
経
』
・
浄
福
寺
本
仮
名
書
き
『
往
生
要
集
』
そ
の
他
の
仮
名
書

き
本
と
比
較
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

3 
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こ
の
、
当
時
と
し
て
は
特
異
な
、
延
書
本
『
選
択
本
願
念
悌
集
』
の
字
音
注

は
、
専
修
寺
本
・
大
谷
大
学
蔵
本
の
本
奥
書
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
親
驚
書
写

本
の
正
確
な
移
点
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
へ
か
。

四

訓
点
本
と
延
書
本
の
漢
字
音
の
比
較

こ
こ
で
は
、
漢
文
訓
点
本
の
漢
字
音
を
調
査
し
、
延
書
本
の
漢
字
音
と
比
較

し
て
み
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
現
存
延
書
本
諸
本
の
音
注
は
、
親
鷲
が
書
写

し
た
延
書
本
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
た
。

親
鷲
が
延
書
本
を
著
し
た
の
は
、
一
二
五
九
年
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま

ず
、
親
驚
延
書
本
が
生
ま
れ
た
年
に
近
い
、
延
応
刊
本
〈
一
二
三
九
年
刊
)
二
本

に
加
点
さ
れ
て
い
る
鎌
倉
中
期
点
に
つ
い
て
、
調
査
す
る
。

[
京
都
法
然
院
蔵
本
]

こ
の
本
に
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
江
戸
時
代
に
亘
る
数
筆
の
訓
点
が
存
す

る
。
そ
の
中
、
複
製
本
で
判
別
で
き
る
範
囲
で
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
訓
点
を
調

査
対
象
と
す
る
。
音
注
の
密
度
が
低
い
た
め
、
専
修
寺
蔵
延
書
本
に
対
応
す
る

本
文
箇
所
ば
か
り
で
な
く
、
全
巻
を
調
査
対
象
と
す
る
。

調
査
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
問
題
と
な
る
項
目
で
、
用
例
が
得
ら
れ

た
の
は
、
次
の
諸
例
で
あ
る
。

1

m

-

n
韻
尾
の
表
記

ホ
ム

m
韻
尾
字
菓
(
一
四
三

2
)

n
韻
尾
字

詮3綬z
f、、 r、

O 八

3 4 
、】ノ、-'

沸Ij~
汗カ(

公八

ノ、 5
-、..-'

1 、J

位、Z様t
r-. r、
ーーノ、

一五
七 6
4 '-' 、J

2

舌
内
入
声
音
の
表
記

テ

ツ

チ

ツ

哲
(
二
一
一

5
)

児
(
三
七

1
)

(
二
六
四
3
)

3

唇
内
入
声
音
の
表
記

ケ

ツ

コ

フ

狭
l

少
(
一
四
七
2
)

業

三

六

七

1
)

[
東
洋
文
庫
(
岩
崎
文
庫
〉
蔵
本
(
二

C
b
8
〉]

こ
の
本
は
、
上
巻
は
延
応
刊
本
・
鎌
倉
中
期
点
(
江
戸
期
点
も
あ
り
〉
、
下

巻
は
建
長
三
年
版
本
・
弘
安
九
年
(
一
二
八
六
)
点
(
江
戸
期
点
も
あ
り
〉
、

と
い
う
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
。
上
巻
、
鎌
倉
中
期
点
の
用
例
を
次
に
掲
げ

る。

切
(
一
七

O
2〉

セ
ア絶
(
二
五
五

5
)

関3

執
(
一
八
九
6
)
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1 
m 
韻 m
尾・
:平 n

暗:韻
三葉2尾
〆問、〆ァ、

買t二二長
三瓦三記
'-' 2 

ノむ 、J
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殺
生
(
一
三
二

5
)

3

唇
内
入
声
音
の
表
記

ウ援
(
八
一

3
〉

以
上
が
全
例
で
あ
る
。

両
本
と
も
に
、

1
m
-
n
韻
尾
の
表
記
で
は
、
ン
表
記
例
が
主
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
m
・

n
韻
尾
音
の
区
別
が
無
く
な
っ
た
結
果
、
ン
表
記
に
統
一
さ
れ
よ

う
と
す
る
鎌
倉
中
期
の
実
態
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

2
の
舌
内
入
声
は
、
法
然
院
蔵
本
で
は
す
べ
て
ツ
表
記
で
あ
る
。
岩
崎
文
庫

蔵
本
で
は
、
ッ
表
記
に
加
え
、
促
音
の
ン
表
記
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
無
表
記
と
が

見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
も
、
当
時
一
般
の
表
記
法
で
あ
る
。

法
然
院
蔵
本
の
3
唇
内
入
声
音
の
表
記
に
は
、
「
狭
少
L

の
語
中
に
お
い
て
、

促
音
の
ツ
表
記
例
が
存
す
る
。
延
書
本
で
は
、
専
修
寺
本
・
龍
谷
大
学
本
と
も

ケ
フ
セ
ウ

に
、
「
狭
少
」
で
あ
る
。

右
の
と
お
り
、
和
化
漢
文
に
訓
点
を
加
点
し
た
法
然
院
蔵
本
・
岩
崎
文
庫
蔵

本
に
加
点
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
中
期
の
字
音
注
は
、
延
書
諸
本
と
異
な
る
。

し
か
し
、
右
両
本
の
用
例
数
は
少
恥
い
。
延
書
本
で
問
題
と
し
た
項
目
で
、

加
点
例
が
得
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
時
代
を
さ
か
の
ぼ
り
、
当
麻
往
生
院
蔵
本
一
二

O
四
年
頃
点
を
も

調
査
し
て
み
る
。
こ
の
本
に
は
、
比
較
的
豊
富
な
字
音
注
が
加
点
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

【
当
麻
往
生
院
蔵
本
]

全
巻
を
調
査
対
象
と
す
る
。

1

m

-

n
韻
尾
の
表
記

用
例
数
が
多
い
た
め
、
用
例
数
の
み
表
に
ま
と
め
て
示
す
。

ム

表

記

ン

表

記

m
韻
尾
字
口
U
U白
川
口
門
川
門
門
川
口
回

n
韻

尾

字

二

(

二

〉

閃

川

川

H
凶
凶
凶

m
-
n
韻
尾
と
も
に
、
ン
表
記
に
移
行
す
る
過
渡
期
の
様
相
を
示
し
て
い

る。
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舌
内
入
声
音
の
表
記

ヘ
チ

四
七
例
が
ツ
表
記
で
あ
り
、
チ
表
記
は
、
「
別
L

(

九
1
)
の
一
例
の
み
で
あ

る
。
「
別
」
に
は
、
他
に
四
例
の
ツ
表
記
例
が
存
す
る
(
四

=τ:
四
四
1

・一

O
九
3

・
二
ハ
五
3
V

唇
内
入
声
音
の
表
記
(
当
該
字
の
み
を
掲
げ
る
。
複
数
例
存
す
る
場
合
は
、

2 3 
[
]
内
に
そ
の
数
を
記
す
。
)

フ
表
記

雑

立
[

2

]

掻

[
7
]

執

集

ムロ

[
2
]

ウ
表
記

ツ
表
記

急

劫

狭3雑

少
，-、、

1 、J



フ
表
記
が
主
で
あ
る
。
し
か
し
、
ウ
表
記
例
も
見
ら
れ
、
「
雑
」
に
は
両
例

が
存
す
る
。
こ
れ
は
、
唇
内
入
声
音
が
す
で
に
開
音
節
化
し
、
ハ
行
転
呼
の
影

響
を
受
け
た
鎌
倉
初
期
の
実
態
を
反
映
し
て
い
討
。

ま
た
、
法
然
院
蔵
本
鎌
倉
中
期
点
と
同
じ
箇
所
で
、
促
音
を
ツ
と
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
延
書
本
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

4

イ
列
合
劫
音
の
表
記

キ
ヤ
ウ
週
(
一
二
四
5
)

右
の
と
お
り
、
「
ク
ヰ
ヤ
ウ
L

で
は
な
く
、
「
キ
ヤ
ウ
」
で
均
一
守

東
韻
直
音
の
表
記

「
通
」
字
に
加
点
さ
れ
た
会
五
例
が
、
「
ツ
ウ
」
(
九
1

・
三
五

2
・
七
八

5
・
二
ハ
五
3
・
二
ハ
九
2
〉
で
あ
る
。

以
上
、
す
べ
て
の
項
目
に
お
い
て
、
延
書
本
と
一
致
し
な
い
。

こ
の
往
生
院
蔵
本
鎌
倉
初
期
点
も
、
お
な
じ
く
和
化
漢
文
訓
点
資
料
で
あ
る

法
然
院
蔵
本
・
岩
崎
文
庫
蔵
本
鎌
倉
中
期
点
に
合
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
鎌

倉
初
中
期
の
一
般
的
な
漢
字
音
表
記
を
反
映
し
て
い
る
と
判
断
さ
何
ぞ

よ
っ
て
、
本
節
で
確
認
さ
れ
た
『
選
択
本
願
念
併
集
』
の
延
書
本
と
漢
文
訓

点
本
と
の
字
音
注
の
相
違
は
、
親
鴛
の
表
記
法
と
当
時
一
般
の
表
記
法
と
の
相

違
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

5 

五

結

長4
6岡

本
稿
の
目
的
は
、
原
典
を
同
じ
く
す
る
訓
点
本
と
仮
名
書
き
本
と
の
漢
字
音

を
比
較
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
対
象
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
『
選

択
本
願
念
傍
集
』
を
取
り
上
げ
た
。

比
較
の
結
果
、
次
の
点
が
判
明
し
た
。

四

延
書
本
同
土
・
訓
点
本
同
士
の
字
音
注
は
、
そ
れ
ぞ
共
通
性
を
持
つ
。

延
書
本
と
訓
点
本
の
字
音
注
は
、
異
な
る
。

延
書
本
の
字
音
注
は
、
親
驚
の
音
注
を
ほ
ぼ
正
確
に
伝
え
て
い
る
。

訓
点
本
の
字
音
注
は
、
加
点
当
時
の
一
般
的
な
表
記
法
に
一
致
す
る
。

以
上
で
あ
る
。

『
選
択
本
願
念
悌
集
』
の
場
合
、
親
驚
か
ら
延
書
本
が
発
生
し
た
理
由
か
ら
、

親
鴛
の
字
音
仮
名
遣
い
が
延
書
諸
本
に
伝
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
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『
選
択
本
願
念
傍
集
』
は
、
漢
文
本
・
延
書
本
と
も
に
、
成
立
時
に
近
い
写

本
が
現
存
す
る
。
そ
し
て
、
延
書
本
は
、
親
驚
独
自
の
仮
名
遣
い
を
保
っ
た
こ

と
を
指
摘
で
む
か
。

「
法
華
経
」
「
往
生
要
集
L

な
ど
、
他
の
仮
名
書
き
諸
本
の
場
合
は
、
成
立
の

事
情
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
『
選
択
本
願
念
悌
集
L

と
同
様
に
、
仮

名
書
き
本
成
立
時
に
、
新
た
な
規
範
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
仮
名

書
き
本
は
口
語
的
な
要
素
が
強
い
、
と
い
っ
た
先
入
観
で
資
料
に
対
す
る
こ
と

は
、
危
険
で
あ
る
。

一
々
の
資
料
に
つ
い
て
、
今
後
、
検
討
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



〔
注
〕

(

1

)

中
田
祝
夫
編
『
仮
名
書
き
観
無
量
寿
経
知
思
院
蔵
本
影
印
と
研
究
』
(
一

九
九
一
年
、
勉
誠
社
)
、
古
田
恵
美
子
「
同
文
脈
に
於
け
る
語
葉
の
位
相
i
|
『
往
生
要

集
』
訓
点
本
と
仮
名
書
き
本
の
語
葉
の
訳
L
分
け
に
つ
い
て
l
l
L
q
国
語
と
国
文
学
」
六
九

一
て
一
九
九
二
年
十
一
月
〉
・
同
「
仏
典
仮
名
書
き
本
に
於
け
る
、
元
漢
文
の
再
読

字
に
対
応
す
る
語
法
に
つ
い
て
|
|
主
に
『
往
生
要
築
』
の
場
合
|
l
L
(
松
村
明
先
生
喜
、

寿
記
今
U
A
E
編
『
国
語
研
究
』
所
収
、
一
九
九
三
年
、
明
治
書
院
〉
等
同
氏
に
よ
る
一
連
の
論

文
、
西
田
直
樹
・
西
国
直
敏
編
『
浄
福
寺
本
仮
名
書
き
『
往
生
要
集
』
影
印
・
翻

刻
・
解
説
』
(
一
九
九
一
年
、
お
う
ふ
う
〉
、
中
田
祝
夫
・
小
林
祥
次
郎
編
『
妙
一
記
念

館
本
仮
名
書
き
法
華
経
研
究
篇
』
(
一
九
九
三
年
、
霊
友
会
)
な
ど
。

〈
2
)

注

(
1
〉
、
古
田
の
後
者
論
文
。

(
3
〉
記
録
に
よ
れ
は
、
建
暦
二
年
に
、
早
く
も
開
版
さ
れ
て
い
る
。

A
虚
山
寺
蔵
本
は
、
一
九
一
八
年
、
日
本
仏
教
法
典
会
よ
り
覆
製
公
刊
さ
れ
、
一

九
七
九
年
に
は
、
法
蔵
館
よ
り
覆
製
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

B
当
麻
往
生
院
蔵
本
・

D

京
都
法
然
院
蔵
本
は
、
一
九
八

O
年
に
法
蔵
館
よ
り
覆
製
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

C
大

谷
大
学
図
書
館
蔵
本
は
、
一
九
七
四
年
十
月
に
大
谷
大
学
図
書
館
か
ら
影
印
・
翻

刻
・
解
説
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
さ
ら
に
多
く
の
本
が
、
由
席
堂
祐
範
司
選

択
集
大
観
』
(
一
九
二
二
年
、
中
外
出
版
。
一
九
七
五
年
、
山
喜
一
房
悌
書
林
再
版
)
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

(

4

)

こ
の
三
本
は
、
『
定
本
親
鴛
聖
人
全
集
』
(
一
九
七
O
年
、
法
蔵
館
)
の
底
本
と
さ

れ
て
い
る
。
①
専
修
寺
本
は
、

τ影
印
高
田
古
典
第
二
巻
顕
智
上
人
集
上
』

(
一
九
九
九
年
、
真
宗
高
田
派
宗
務
院
〉
で
影
印
出
版
さ
れ
た
J

調
査
は
、
原
本
調
査
に

よ
る
。
②
龍
谷
大
学
本
・
③
大
谷
大
学
本
は
、
広
島
大
学
蔵
の
写
真
版
に
依
る
・
な

お
、
大
谷
大
学
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
金
子
彰
・
東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
科
学
生
有

志
「
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
選
択
本
願
念
併
集
』
俵
字
上
本
語
葉
総
索
引
稿
」

(
「
東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
」
第
九
二
号
、
一
九
九
九
年
十
月
〉
が
あ
る
。

(

5

)

『
選
択
本
願
念
悌
集
』
に
数
種
の
異
本
が
あ
り
、
こ
の
両
本
が
別
系
統
で
あ
る

こ
と
は
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。

(
6
〉
福
永
静
哉
『
浄
土
真
宗
伝
承
音
の
研
究
』
(
一
九
六
三
年
、
風
間
書
房
)
、
吉
沢
義

則
「
教
行
信
託
の
訓
点
は
板
東
語
か
」
(
寸
寵
谷
大
学
論
議
」
一
九
二
三
年
四
月
)
、
高
松

政
雄
「
「
呉
音
」
の
中
の
異
形
|
|
真
宗
伝
承
音
よ
り
1
l
L
(
「
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
」

第
一
三
号
〈
一
九
七
八
年
三
月
〉
〉
参
照
。

(
7
〉
『
西
方
指
南
抄
』
で
も
、
「
煩
」
は
、
全
八
例
に
寸
ホ
ム
L
と
あ
る
。
ま
た
、
日

怒

(
n
〉
は
、
親
驚
筆
『
教
行
信
証
』
に
「
ヲ
ム
」
の
表
記
例
が
あ
り
、
日
恩

(
n
〉
も
、
親
鷺
筆
コ
ニ
帖
和
讃
』
に
は
、
オ
ン
・
オ
ム
の
両
表
記
例
が
あ
る
。

(
8
)

注
(

6

)

吉
沢
論
文
、
参
照
。

(

9

)

沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
L
(
一
九
八
六
年
、
東
京
堂
出
版
)
二
三
二
頁
。

(

ω

)

注
〈
9
)
著
書
、
二
五
七
頁
。

(
日
)
『
西
方
指
宵
抄
』
で
は
加
点
例
全
四
六
例
、
『
三
帖
和
讃
』
で
は
全
三
例
が
ツ
で

あ
る
。
な
お
、
『
西
方
指
南
抄
』
コ
ニ
帖
和
讃
』
で
は
、
同
韻
の
「
空
L
も
ク
で
一
貫

し
て
お
り
、
ク
ウ
と
は
脅
か
れ
な
い
。
同
韻
劫
音
字
の
「
風
L
も
、
フ
ウ
で
は
な

く
、
フ
と
表
記
し
て
い
る
。
中
心
母
音
u
の
字
音
に
は
、
ウ
を
添
え
な
い
と
い
う
原

則
か
と
判
断
さ
れ
る
。

(
ロ
〉
ま
た
、
龍
谷
大
学
本
は
、
親
鴛
の
表
記
法
を
必
要
以
上
に
徹
底
さ
せ
て
、
統
一

的
に
整
理
し
た
点
が
あ
る
。
舌
内
入
声
音
を
チ
表
記
で
通
し
て
い
る
点
が
そ
れ
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
龍
谷
大
学
本
の

m
-
n
韻
尾
の
表
記
も
、
南
北
朝
期
書
写
本
と
し
て

は
、
よ
く
両
韻
尾
を
区
別
し
て
お
り
、
音
変
化
を
反
映
し
た
例
ば
か
り
で
な
く
、
表

記
法
と
し
て
、
整
え
ら
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。

・
(
臼
)
注
(

1

)

参
考
文
献
に
所
収
の
柴
田
昭
二
寸
室
長
料
と
し
て
の
妙
一
記
念
館

本
仮
名
書
き
法
華
経
」
、
西
国
直
敏
「
浄
福
寺
本
仮
名
書
き
『
往
生
要
集
』
の
国
語

学
的
研
究
」
、
お
よ
び
諸
仮
名
書
き
本
の
複
製
本
、
参
照
。

(
M
)

親
鷺
以
前
に
延
書
本
が
あ
り
、
親
矯
は
そ
れ
を
写
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
考

- 65-



え
が
あ
る
(
安
井
康
度
・
宮
崎
固
遵
「
写
停
篇
(

1

)

解
説
」
令
定
本
親
鷲
聖
人
全
集
第
六

巻
』
[
一
九
七
O
年
、
法
蔵
館
]
所
収
〉
)
。
し
か
し
、
清
水
谷
正
尊
は
、
『
影
印
高
田
古
典

第
二
巻
顕
智
上
人
集
上
』
の
解
説
中
で
、
専
修
寺
蔵
延
書
本
は
、
親
鴛
が
自
ら

延
書
し
た
本
を
底
本
と
し
て
い
る
と
結
論
，
つ
け
た
。
親
湾
か
す
で
に
延
書
さ
れ
て
い

た
本
を
写
し
た
と
い
う
推
測
の
根
拠
は
、
清
水
谷
論
文
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
親
鷺

特
有
の
用
字
・
表
現
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
、
こ
の
た
び
の
漢
字
音
の
調
査

か
ら
、
清
水
谷
説
を
支
持
し
た
い
。

ま
た
、
字
音
注
以
外
で
も
、
親
鴬
独
自
の
表
記
法
を
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
、

「
を
ば
」
「
を
や
」
「
を
か
」
な
ど
の
連
語
と
な
る
助
詞
を
「
オ
ハ
L
「
オ
ヤ
」
「
オ
カ
」

と
書
く
こ
と
で
あ
る
(
吉
沢
義
則
「
親
鴛
上
人
の
写
語
法
」
〈
「
龍
谷
大
学
論
叢
」
一
九
二
二
年

十
月
〉
、
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
教
行
信
託
古
点
」
〈
寸
東
洋
大
学
大
学

院
紀
要
」
一
九
六
五
年
九
月
〉
、
金
子
彰
「
親
驚
の
仮
名
遣
い
」
A

「
国
文
学
致
」
第
七
六
号
、
一

九
七
八
年
一
月
〉
、
参
照
)
。
た
だ
し
、
専
修
寺
本
は
、
こ
れ
が
徹
底
し
て
い
る
が
、
大

谷
大
学
本
に
は
異
例
が
あ
り
、
龍
谷
大
学
本
に
は
こ
の
表
記
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の

点
か
ら
も
、
専
修
寺
本
が
親
驚
書
写
本
に
も
っ
と
も
近
い
と
言
え
る
。

(
時
〉
小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
〈
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」
特

崎
号
3
、
一
九
七
一
年
三
月
〉
、
三
保
忠
夫
寸
漢
字
音
の
促
音
化
と
そ
の
表
示
法

l
lお

茶
の
水
図
書
館
蔵
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
よ
る
|
|
L
q
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
二
輔
、
一
九

七
九
年
三
月
)
、
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』

(
一
九
八
二
年
、
武
蔵
野
書
院
)
な
ど
、
参
照
。

(
日
叩
)
こ
れ
に
比
し
て
、
延
書
本
が
漢
字
音
資
料
と
し
て
価
値
が
高
い
こ
と
が
あ
ら
た

め
て
確
認
さ
れ
る
。

(
げ
)
こ
の
本
に
加
点
さ
れ
て
い
る
鎌
倉
後
期
点
は
、
今
回
の
調
査
か
ら
除
外
す
る
。

な
お
、
鎌
合
後
期
点
は
、
左
側
に
加
点
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
巻
末
は

一二

O
四
年
頃
点
が
減
少
し
、
鎌
合
後
期
点
が
増
え
て
い
る
。

・
(
日
目
)
「
ケ
ウ
」
と
さ
れ
る
べ
き
肴
韻
の
寸
楽
」
に
、
「
ケ
フ
」
と
加
点
し
た
例
が
本
資

料
に
あ
る
こ
二
0
1
)
こ
と
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
。

タ
ヰ
ヤ
ウ

(
印
)
た
だ
し
、
鎌
倉
後
期
点
か
と
判
断
さ
れ
る
後
筆
に
は
、
「
傾
L
(
一

O
八
3
)

の
例
が
存
す
る
。
本
稿
の
結
論
か
ら
、
延
書
本
の
親
鷺
の
表
記
法
が
、
鎌
倉
後
期
点

に

入

っ

た

可

能

性

を

推

測

で

き

る

。

-

手
ツ

(
却
)
伝
存
最
古
の
底
山
寺
蔵
本
鎌
倉
初
期
点
に
は
、
「
児
」
(
ニ
六
2
〉
し
か
仮
名
音

注
例
が
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
舌
内
入
声
音
を
ツ
表
記
し
た
例
で
あ
る
。
ま
た
、

大
谷
大
学
図
書
館
蔵
鎌
倉
初
期
点
に
も
、
わ
ず
か
な
加
点
例
の
中
に
、

m
韻
尾
字

「
溶
」
に
対
し
て
「
セ
ン
」
と
す
る
例
が
あ
る
。

(
幻
)
延
書
本
で
、
い
つ
ま
で
こ
の
表
記
が
伝
え
ら
れ
る
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
注

ハ
3
)
司
選
択
集
大
観
』
所
収
図
版
の
江
戸
期
延
書
本
(
版
本
〉
を
見
る
限
り
、
親
鷲

の
仮
名
遣
い
で
は
な
い
。
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[
付
記
]
学
生
を
伴
つ
て
の
原
本
調
査
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
専
修
寺
当
局
、
な
ら
び
に

写
真
複
写
を
お
許
し
頂
い
た
東
洋
文
庫
・
龍
谷
大
学
図
書
館
・
大
谷
大
学
図
書
館

に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ー

ー
さ
さ
き
・
い
さ
む
/
広
島
大
学
助
教
授
|
|


